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サトイモの皮むき

箱寿司の出前講座
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人事異動
地区本部内異動　正職員� 令和２年12月１日付

氏　名 新 部 署・役　職 旧 部 署・役　職
鎌田　貴之 石見銀山統括支店　金融課　業務係長 大田東支店　　業務係長
日野　康隆 石見銀山統括支店　金融課　業務係長 大田中央支店　業務係長

企画総務部
部長
 山本 　淳

（総務課長 兼務）

総務課 ◎山本 淳 ○岩谷 佳寛 古谷 正弘 藤田 百合江 那須 直子 

企画推進課 ◎大原 弘行 神移 奈央子 長島 凌哉 坂本 浩

ふれあい課 ◎塚本 裕子 山根 忍 森田 久美 岩谷 築枝 山﨑 明美

営農経済部
部長
 谷本 康治

農産課 ◎吉川 崇 奈義良 崇 奥 孝明 原田 翼
大野 浩三  伊勢 恵子

生産販売課 ◎高橋 謙一

【職員数】
男性 111名
女性 83名

合計 194名

○渡邊 智美 ○林 隆幸 市川 雄規 森山 貴史
福間 悠生 森山 烈 波多野 慶太
松本 渉 笠岡 隆 宅和 千亜紀 松本 美津枝

畜産課 ◎岩谷 健一 ○安田 宗繁 ○宇谷 祐介 長迫 里沙 土江 博 
大野 淳 田中 健 森山 真紀子 大谷 湧

営農推進資材課 ◎江下 広哉 ◆稗田 正男 ○原田 勲 松本 賢悟 下垣 幸大
福島 譲 山本 誠一 林 博美 田中 恵
森本 幸子 清水 祐子 大屋 由美子

JAグリーン ◎松田 修司 ○亀岡 隆行 中前 博統 中島 真光 丹波 泰雄
木下 恭子 宇谷 恵子 木村 三栄子 東 涼古
多久 祐子 尾田 磨季 和田 千春 西村 哲美
白石 聡史 立脇 浩司 内田 雅彦 福谷 健治
狩野 裕子    
    

生活典礼課 ◎月森 修一 ◇岩野 和久 菅 真章 田中 光 尾崎 利文
大迫 和正 森本 道子 山下 千春 小笠原 実龍
稲田 祐治 後根 佳美 田原 義人 室田 正史
松浦 弥寿男 荒瀬 多鶴子

自動車課 ◎天野 隆明 長谷 和孝 原田 幸男 岩谷 誠 船田 利久 
髙野 隆之 田川 栄一 小谷 直子 

農業機械課 ◎大国 栄伸 ◎和田 謙一郎 ◇谷口 知加恵 ○前島 友樹 ○林 真
岩井 基高 栗栖 昌亘 福間 進 田原 憲子

◎課長・店長・支店長　◆審査役　◇課長補佐・支店長補佐　○係長

◎山根 むつみ ◇中村 慎一郎 ○松浦 菜摘子 ○鳥屋尾 研 熱田 悠介 
原 聖菜 大岡 翔平 北原 裕己 川本 小百合 
山田 博子 水瀧 歩

購買店舗 富山：白石 典子 井田：北野 くる美

すいせんの里 森 弘枝

ふれあいの森店 川平 敦子 稗田 みゆき

大田北支店 ◎中尾 浩司 ○荊尾 直美 黒崎 泰史 原 沙由花 神田 真哉
山下 里穂 井上 拓雲 長見 貴幸     
井上 玲子 塚田 あけみ 勝部 勝枝 山下 歩

大田東支店 ◎岩谷 直柔 ◇恒松 晃子 ○山下 明博 千賀 美幸 島田 賢史 
田中 ゆうこ 森田 真央 岡 果歩 中村 康夫
福田 美津子 田中 恵利香 栁井 有穂 田中 千聖

三瓶支店 ◎福田 秀樹 ○楫 浩延 芦原 大知
大谷 廣美 熱田 知美 林 優子

高山支店 ◎花田 健司 ○湯川 才恵 下垣 香 金盛 圭子

温泉津支店 ◎佐々木 千恵 ◇山田 夕子 有馬 克成 吉田 健人
泉 和子 高橋 香織

仁摩支店 ◎渡邊 潤 ◇岡田 憲和 ○宮原 勝 吉村 拓朗
山本 真紀子 吉原 まゆみ 坂根 真由美

石見銀山統括支店
支店長
 坂根 俊一

金融課
（石見銀山支店） ◎西村 雄一 ○山﨑 千春 ○鎌田 貴之 ○日野 康隆 西村 春美

盛 礼子

共済課 ◎矢田 哲夫 ◇堀 寛史 生越 知佳子 中原 玉恵    
    

大田中央支店

〔年金相談センター・ローンセンター〕

本店勤務：◇細田 睦雄 ◇山﨑 眞男 ○山﨑 美智香 ○小野 寿稔 ○高野 洋平 ○高田 晋吾
 恒松 哲也 山崎 晋治 岩本 麻衣子 隅田 優子
出　　向：福間 優斗 山根 久義 舟木 義一 松原 潔孝 渡邊 志津子

統括部長
（企画総務部長 兼務）
  山本 　淳   
   

本部長
山﨑 辰次

石見銀山地区本部
機構と職員配置表
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令和２年度 年末年始におけるATM休止のお知らせ
年末年始のATM稼働時間等は、以下のとおりです。
ご利用の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。

設置場所 12/30（水） 12/31（木） １/１（金・祝） １/２（土） １/３（日） １/４（月）
ＪＡグリーンおおだ 9：00～ 18：30

休　止
9：00～ 18：30

大 田 市 立 病 院 9：00～ 19：00 9：00～ 19：00
イ オ ン 大 田 店 9：00～ 21：00 9：00～ 20：00 9：00～ 21：00
石 見 銀 山 支 店 8：30～ 21：00 9：00～ 20：00 8：30～ 21：00
大 田 中 央 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00

休　止

8：45～ 20：00
大 田 市 役 所 9：00～ 18：00
大 田 東 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 20：00
三 瓶 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 20：00
高 山 支 店 8：45～ 19：00 8：45～ 19：00
温 泉 津 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 20：00
仁 摩 支 店 8：45～ 20：00 9：00～ 17：00 8：45～ 20：00

※大田市役所設置のATMにつきましては、12月29日（火）から休止いたします。
※大田市役所設置のATMにつきましては、令和３年３月１日（月）から山陰合同銀行との共同設置となります。
　現在、設置してあるJAのATMにつきましては、令和３年２月26日（金）をもちまして、撤去いたします。

令和２年度　年末年始の業務のお知らせ
12/30（水） 12/31（木） １/１（金・祝） １/２（土） １/３（日） １/４（月）

営
農
経
済
部

農産課 休　業 通常業務

生産販売課
通常業務 休　業 午後：業務 休　業 通常業務

通常業務 休　業 通常業務

畜産課 通常業務 休　業 通常業務

営農推進資材課
通常業務 休　業　 12月31日（木）～１月４日（月）まで資材受渡業務休業、１月５日（火）から通常業務

休　業　 12月30日（水）～１月５日（火）まで配送休業、１月６日（水）から通常配送

農業機械課 休　業　 12月28日（月）～１月４日（月）まで休業、１月５日（火）から通常営業

JAグリーンおおだ 
（通常営業9：00～18：30） 通常営業 時間短縮営業

（17：00まで） 休　業 通常営業

富山購買店舗 時間短縮営業
（15：00まで） 休　業　 １月5日（火）から通常営業

宅野購買店舗 通常営業 休　業　 １月5日（火）から通常営業

井田購買店舗 時間短縮営業
（12：00まで） 休　業　 １月5日（火）から通常営業

すいせんの里
（通常営業8：30～15：00） 通常営業 休　業　 １月5日（火）から通常営業

ふれあいの森店
（通常営業9：00～17：00） 休　業 時間短縮営業

（16：00まで） 通常営業

生活典礼課 通常業務 当番体制　 葬儀専用ダイヤル ☎0854-84-9088 通常業務

自動車課 通常営業 休　業 通常営業

統
括
支
店

金融課 通常業務 休　業 通常業務

共済課 通常業務 休　業　 事故等のご連絡先  0120-258-931 通常業務

企画総務部 通常業務 休　業 通常業務

支　店 通常営業 休　業 通常営業

集 荷 所

農産物集荷便

資材受渡

定期配送
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青

年
連
盟（
以
下
、
農
青
連
）

は
、
11
月
12
・
13
日
に
大
田

町
の
Ｊ
Ａ
大
沢
倉
庫
に
お
い

て
、
ポ
ン
菓
子
加
工
を
行
い

ま
し
た
。

　
農
青
連
の
ポ
ン
菓
子
加
工

は
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ

る『
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
』に

併
せ
行
っ
て
お
り
、
人
気
の

　
温
泉
津
町
和
牛
改
良
組
合

は
11
月
６
日
、
温
泉
津
町
の

井
田
共
進
会
場
で
第
41
回
温

泉
津
町
秋
期
子
牛
共
進
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
森
徳
行
組
合
長

は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
、
こ

の
よ
う
に
開
催
で
き
て
嬉
し

く
思
う
。
皆
で
感
染
に
は
気

を
付
け
て
、
畜
産
振
興
に
励

み
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
楫

野
弘
和
大
田
市
長
は「
コ
ロ

ナ
禍
で
各
地
の
共
進
会
が

中
止
と
な
る
中
で
の
開
催
に
、

敬
意
を
表
す
る
。
２
年
後
の

　
ま
た
、
注
文
者
に
ポ

ン
菓
子
の
受
け
取
り
時

間
を
受
付
時
に
指
定
し
、

安
心
し
て
取
り
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。

　
農
青
連
の
渡
邊
徹
委

員
長
は「
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
活
動
も
限
ら

れ
て
い
た
が
、
毎
年
の

恒
例
行
事
が
で
き
て
嬉

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
全
共
に
向
け
て
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
共
進
会
で
は
10
頭
の
子
牛

が
出
品
さ
れ
、
育
成
改
良
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
関
係
機
関
に
よ

る
審
査
の
他
、
地
元
温
泉
津

小
学
校
の
１・
２
年
生
が
共

進
会
に
参
加
し
、
審
査
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
生
産
者
の
指
導

の
下
、
子
牛
に
触
れ
、
気
に

入
っ
た
子
牛
に『
角
が
カ
ッ

コ
い
い
で
賞
』な
ど
、
自
分

達
で
賞
を
考
え
、
生
産
者
に

手
作
り
の
賞
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

ポン菓子加工をする盟友

審査体験をする児童

地
域
の
要
望
受
け
独
自
に
販
売

● 

農
青
連
ポ
ン
菓
子
加
工

1
TOPICS

温
泉
津
小
学
校
児
童
が
審
査
体
験

● 

温
泉
津
町
秋
期
子
牛
共
進
会

4
TOPICS

　
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組

合
は
組
合
員
の
ほ
場
に
お
い
て
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
見
学
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
栽
培
見
学
会
は
、
主
に
石
見
銀
山

産
直
出
荷
者
協
議
会
等
へ
参
加
を
呼

び
か
け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
興

味
が
あ
る
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
栽
培
希
望
者
や
組
合
員

が
ほ
場
を
巡
回
し
、
冬
の
管
理
に
向

け
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
合
い
ま
し

た
。　

11
月
12
日
に
石
見
大
田
税
務
署

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
青
色

申
告
友
の
会
の
生
越
大
地
会
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
石
見
大
田
税

務
署
長
か
ら
税
務
申
告
の
普
及
に

貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
同
会
は
、
農
業
簿
記
を
利
用
し

た
経
営
診
断
に
よ
り
、
経
営
の
向

上
と
青
色
申
告
の
普
及
を
目
指
し

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
規
組
合
員
増
加
を
目
指
す

● 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
見
学
会

2
TOPICS

税
務
申
告
の
普
及
に
貢
献

● 

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
青
色
申
告
友
の
会
に
感
謝
状

3
TOPICS

催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
に
つ
い
て
は
、『
Ｊ
Ａ

ふ
れ
あ
い
祭
』が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
定
番

の
催
し
に
地
域
か
ら
の
要
望

も
多
く
、
農
青
連
と
し
て
独

自
に
ポ
ン
菓
子
加
工
の
注
文

を
受
け
付
け
ま
し
た
。

感謝状を受け取る生越会長（右）
ほ場を見学する参加者
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鳥獣被害対策のポイントについて
島根県
西部農林振興センター
県央事務所

・技師　梶
かじ

　誠
せい

吾
ご

・担当
　鳥獣被害対策業務
・�写真はイノシシにな
りきっているつもり

島根県西部農林振興センター県央事務所で鳥獣被害
対策を担当している梶

かじ

誠
せい

吾
ご

です。今月号～令和３年３
月号まで、鳥獣被害対策のポイントについて紹介した
いと思います。
まず、今月号のお話は、野生動物が「なぜ人里へ出
没するのか？」です。今年は、特に人里へのクマの出
没が全国的にニュースで取り上げられていますが、島
根県でも多くのクマが出没しました。クマに限らず、
イノシシなどの野生動物が「なぜ人里へ出没するの
か？」その答えは「そこにエサがあるから」です。
野生動物にとっての人里にあるエサとは、野菜の収
穫残

ざん

渣
さ

、稲の二番穂、取り残された栗や柿です。

今年のクマの出没対応の現場は、ほとんどが集落付
近に取り残された柿の被害でした。取り残された柿は
クマに限らず、イノシシ、シカ、サル、アナグマ、タ
ヌキ、テン、カラスなど、ほとんどの野生動物のエサ
になります。甘柿はもちろん、熟柿になった西条柿を
食べ、ときには青柿まで食べることもあります。
集落周辺で取り残された柿は、野生動物のエサとな
り、人里へ引き寄せる誘引物となっています。柿を取
り残さないことは、野生動物のエサをなくす重要な対
策です。しかし、取り残された柿について話している
と、
「柿の実を取るといっても木が大きくなってしまって
届かんし…」
「あれは、●●さんの家の柿なんだが、空き家になっ
ててなぁ」
「柿を切るといっても…、あれは誰の所有の柿かも分
からんし…」
という話になります。
しかし、どこかのタイミングで、野生動物のエサに
なっている取り残された柿を今後どうしていくかにつ

いて考えていかなければ、人里に出没する野生動物を
捕っても捕っても取り残された柿がある限り、別の動
物が必ずやってきます。
また、柿以外にも稲の二番穂や野菜の収穫残

ざん

渣
さ

な
ど、野生動物のエサになりそうなものはたくさんあり
ます。野生動物の視点にたって、集落を見てみてくだ
さい。きっとエサになりそうなものがあるはずです。
被害対策の研修会を行うと、電気柵やワイヤーメッ
シュの侵入防止柵や、捕獲檻を活用した捕獲の話にな
ります。それらも被害対策では重要ですが、同時に野
生動物にとってのエサを人里からなくしていくことを
しなければ、野生動物の人里への出没は減っていきま
せん。
そして、野生動物のエサになっているものをなくす
対策は、誰にでも取り組むことができます。誰かが
やってくれるだろうではなく、自分の意識次第、集落
の意識次第できっとできるはずです。人には魅力的で、
野生動物には魅力的でない集落を目指していきましょ
う。

　次号では、イノシシ対策についての具体的なお話
をしたいと思います。

集落に残された柿、柿、柿 

15

石見銀山地区本部版石見銀山地区本部版



このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

■
今
年
の
秋
に
出
た
温
泉
津
産
の
メ
ロ
ン
で
す
が
、最
初
は
時
期
的
に「
ど

ん
な
か
な
ぁ
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
食
べ
た
ら
本
当
に
美
味
し
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
Y
さ
ん
）

■
久
し
ぶ
り
に
孫
た
ち
が
来
ま
し
た
。
す
き
焼
き
で
し
た
。
肉
が
と
っ
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
‼�

（
H
さ
ん
）

■
子
ど
も
時
代
は
大
嫌
い
だ
っ
た
春
菊
や
セ
リ
。
今
で
は
鍋
に
欠
か
せ
な

い
、
や
や
高
級
食
材
で
す
。
同
じ
人
間
な
の
に
、
長
い
期
間
を
経
て
、
嗜し

好こ
う

が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
す
よ
ね
。�

（
H
さ
ん
）

■
春
菊
は
、
関
東
地
方
と
関
西
地
方
で
は
少
々
、
形
状
が
違
う
の
で
す

ね
。
葉
に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
無
い
丸
っ
こ
い
春
菊
を
以
前
は
食
べ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
地
方
で
も
葉
先
が
切
れ
た
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。�

（
S
さ
ん
）

■
今
年
初
め
て
、
種
無
し
の
四
角
ば
っ
た
柿
を
見
ま
し
た
。
甘
く
て
美
味

し
か
っ
た
で
す
。�
（
M
さ
ん
）

■「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」を
解
く
機
会
が
多
く
な
り
、
夫
婦
で
答
え

を
出
し
合
い
、
完
成
。
す
ぐ
に
解
け
た
と
き
は
、
物
足
り
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

（
A
さ
ん
）

■
初
め
て
Ｊ
Ａ
で
ポ
ン
菓
子
の
加
工
を
し
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
く
ま
た
、

と
て
も
美
味
し
く
食
し
ま
し
た
。
小
さ
い
と
き
に
、
ポ
ン
菓
子
屋
さ
ん
が

官
舎
に
移
動
加
工
に
来
る
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。�

（
H
さ
ん
）

■
今
年
か
来
年
に「
喜
寿
」の
祝
い
を
し
よ
う
、
と
同
級
生
で
相
談
し
て

い
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

み
ん
な
集
ま
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
終
息
を
し
て
く
れ
～
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
T
さ
ん
）

■
今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
１
年
で
し
た

が
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
て
、
息
子
た
ち
の
帰
省
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

妻
と
２
人
で
の
生
活
に
も
あ
ま
り
変
化
な
し
で
…
。
来
年
は
70
代
、
何
か

刺
激
を
求
め
て
余
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
I
さ
ん
）

■
畑
に
行
っ
て
み
て
び
っ
く
り
、
４
～
５
日
前
ま
で
は
何
と
も
な
か
っ
た

コ
ン
ニ
ャ
ク
畑
に
、
花
が
咲
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
春
と
秋
と

２
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
良
い
年
に
な
る
よ
、
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
、
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。�

（
O
さ
ん
）

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
で
す
ね
。
皆
様
も
例
年
と
は
違
っ
た
１

年
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
来
年
こ
そ
は
い
つ
も
通
り
の
１

年
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
今
年
も「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
」を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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院
　
長

福ふ
く

田だ

　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 11 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

11 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

発
熱
外
来
、
始
ま
り
ま
し
た

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
の
は

12
月
後
半
か
ら
な
の
で
、
野
外
検
査
な

ど
も
そ
の
頃
か
ら
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
東
京
な
ど
空
気
を
吸
う
だ
け
で
コ

ロ
ナ
に
な
り
そ
う
な
報
道
で
す
が
、
実

際
に
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
新
規
の
感
染
症
な
の
で
あ
ら
か

た
の
人
は
感
染
す
る
で
し
ょ
う
が
、
普

通
の
風
邪
と
し
て
扱
っ
て
も
問
題
が
無

い
か
ど
う
か
は
、
来
年
に
な
ら
な
い
と

分
か
り
ま
せ
ん
。
感
染
が
増
え
れ
ば
無

症
状
者
も
重
症
者
も
同
様
に
多
く
な
る

の
で
、
重
症
者
ば
か
り
が
増
え
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
は
感
染

力
自
体
は
弱
い
と
さ
れ
て
お
り
、
濃
厚

接
触
で
な
け
れ
ば
、
や
た
ら
に
感
染
す

る
こ
と
は
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
誌

を
見
て
い
る
地
域
で
は
マ
ス
ク
を
し
て

い
れ
ば
、
そ
う
そ
う
感
染
は
無
い
と
思

い
ま
す（
汗
）。
基
本
的
に
お
互
い
マ

ス
ク
を
し
て
１
ｍ
以
上
離
れ
て
い
れ

ば
、
濃
厚
接
触
は
低
く
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
特
有
の
症
状
は
無
い
の
で
、
症

状
か
ら
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に

は
下
気
道
か
ら
の
乾
い
た
咳
、発
熱
で
、

鼻
水
、
咽
頭
痛
な
ど
上
気
道
の
症
状
は

少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

検
査
は
基
本
、
患
者
さ
ん
自
身
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
宅
で
細

い
綿
棒
を
２
ｃｍ
鼻
腔
に
入
れ
た
と
き
の

感
覚
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
外

側
の
粘
膜
に
確
実
に
触
れ
る
よ
う
、
練

習
を
お
願
い
し
ま
す（
汗
）。
コ
ロ
ナ

対
応
で
は
、
最
低
限
マ
ス
ク
着
用
は
常

識
と
し
て
お
忘
れ
な
く
。
次
に
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
し
た
後
に
手
を
拭
い
て

は
、
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
蒸
発
時
に
殺
菌
す
る
の
で
、
そ
の

ま
ま
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。
拭
き
取
る

と
逆
効
果
で
す
。
室
内
の
対
策
は
、
ま

ず
換
気
で
す
。
空
気
清
浄
機
、
加
湿
器

な
ど
あ
れ
こ
れ
出
て
い
ま
す
が
、
換
気

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
販
の

空
気
清
浄
機
な
ど
で
は
、
コ
ロ
ナ
は
素

通
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。寒
い
で
す
が
、

１
時
間
に
３
回
程
度
は
10
分
ず
つ
で
も

換
気
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
手
洗

い
消
毒
で
す
。
建
物
に
入
る
前
に
消
毒

薬
が
置
い
て
あ
れ
ば
、
必
ず
消
毒
し
て

く
だ
さ
い
。
置
い
て
あ
っ
て
も
使
わ
な

い
人
が
多
い
の
が
実
態
で
す
の
で
、
意

識
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
来
年
も
頑
張
っ
て
出
し
ま
す
。

▶
ま
た
広
報
誌
に
載
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田

　雅
晴�

さ
ん

仁
摩
町長

見

　茂
幸�

さ
ん

令
和
２
年
11
月
18
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 12 899,800 430,100 689,608 127,913 109,485 288 284
中央 109 1,394,800 430,100 703,082 95,025 22,579 281 281
県 154 1,394,800 419,100 666,200 58,143 22,500 280 283

ヌキ
管内 22 969,100 564,300 768,650 72,460 -18,134 293 281
中央 142 997,700 33,000 792,372 49,818 -19,283 303 273
県 226 997,700 33,000 781,652 39,098 -20,333 310 277

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父
1 志学 高田　雅晴 377 278 若百合 喜亀忠 安福久 勝忠平

2 多根 三登　芳己 301 274 愛之国 美国桜 安福久 勝忠平

3
山口 三浦　英範 315 294 愛之国 美国桜 安茂勝 茂重桜

仁摩 長見　茂幸 288 263 福之姫 幸紀雄 美津照重 安福久

4
井田 厚朴　邦広 302 297 幸紀雄 勝忠平 安福久 平茂勝

井田 森　　徳行 305 295 諒太郎 安福久 百合茂 茂重桜

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父
1 仁摩 長見　茂幸 318 286 美津照重 美国桜 百合茂 安福久

2 志学 高田　雅晴 337 278 若百合 美津照重 百合茂 福桜（宮崎）

3 富山 白石　　尚 307 293 美国桜 直太郎 21世紀 茂重桜

4 富山 白石　　祐 278 287 隆之国 勝忠平 安福165の9 平茂勝

5
井田 岩倉　勝政 265 249 美津金幸 第７福桜 賢深 糸晴波

志学 高田　雅晴 325 291 若百合 美津照重 百合茂 福桜（宮崎）
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TEL. 0854-82-1307 FAX. 0854-82-1308 （大田市農林福祉会館）
大田市大田町大田ロ 1329-8

ご予約・お問い合わせは

【おせちサイズ】
（外寸）縦・横：22.2cm
　　　 高さ：11cm

パ
ス
ト
ラ
ル
の

ホ
ワ
イ
ト
パ
ス
ト
ラ
ミ

紅
梅
餅

笹
巻
み
た
ら
し
餅

味
付
数
の
子

金
柑
蜜
煮

花
か
ん
ざ
し

い
か
雲
丹
焼
き

本
か
ら
す
み

か
に
爪
浜
焼

金
箔
ぶ
ど
う
豆

花
豆
甘
煮

寿
高
野
豆
腐

白
梅
餅

焼
帆
立
串

菜
の
花
辛
子
和
え

真
た
こ
梅
酢
味

オードブル　　
￥10,000
　　　（税込）

※仕入れの都合上、内容が変更となる場合がございます。

２段重 和風
￥20,000
　　　（税込）

紅
鮭
昆
布
巻

伊
達
巻

鮭
西
京
焼

矢
羽
根
餅

竜
飛
巻

錦
糸
巻

新
鮮
真
た
こ
マ
リ
ネ

若
鳥
八
幡
巻

田
作
り

日
向
夏
な
ま
す

味
付
い
く
ら

エ
ビ
艶
煮

味
付
焼
春
た
け
の
こ

近
江
の
鮎
土
佐
風
味

若
桃
甘
露
煮

た
ら
の
子
旨
煮

配達をご希望の場合は、ご住所とお電話番号を
必ずお知らせくださいませ。

商
品
お
渡
し
日

　
　
　
　12
月
31
日
㈭

ご
予
約
承
り
期
間

　

 

　12
月
26
日
㈯
迄

＝
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
＝

　石
見
銀
山
奪
還
を
目
指
す
毛
利
軍
別
動
隊
の
炎
の
計
略
に
よ
り
石
見
城
を
攻

略
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
話
を
一
旦
置
き
、
軍
師
本
山
経
四
郎
と
本
城
常
光
と

の
出
会
い
と
山
吹
城
主
本
城
常
光
の
誕
生
ま
で
、時
計
を
少
し
巻
き
戻
し
ま
す
。

　
夜
明
け
に
山
吹
城
に
着
く
と
、
主あ

る
じ

の

本
城
常
光
に
事
の
成
り
行
き
を
報
告
す

る
。
常
光
も
毛
利
別
動
隊
の
小
手
調
べ

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
ご
苦

労
と
ば
か
り
に
朝
げ
を
用
意
し
て
く
れ

て
い
る
。

　
二
人
の
出
会
い
は
30
年
ほ
ど
遡
さ
か
の
ぼ

る
。

経
四
郎
は
、
物
心
が
つ
い
た
頃
に
は
、

既
に
出
雲
国
広
瀬
（
安
来
市
）
の
尼あ
ま

子ご

氏

居
城
の
月
山
富
田
城
下
に
い
た
。
元
々

は
石
見
国
出い
ず

羽は

（
邑
智
郡
）
の
生
ま
れ
の

よ
う
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
尼
子
経つ
ね

久ひ
さ

の
近き

ん

習じ
ゅ
う

と
し
て
仕
え
て
い
た
。
生
き

る
術
は
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
。
経
久
は
、

こ
の
戦
国
の
世
の
中
、
ほ
ぼ
一
代
で
八

か
国
の
太
守
と
な
っ
た
山
陰
の
大
大
名

で
、
多
面
に
優
れ
、
い
わ
ゆ
る
文
武
両

道
で
あ
る
。
若
い
頃
は
京
の
都
で
人
質

生
活
を
送
っ
て
お
り
、
い
ち
い
ち
博
識

で
人
の
器
が
全
く
違
う
。
傍か
た
わ

ら
に
い
る

だ
け
で
、
毎
日
が
新
し
い
。
経
四
郎
に

と
っ
て
は
代
え
が
た
い
場
所
と
な
っ
て

い
た
。
ま
た
、
経
久
の
跡
を
継
ぐ
嫡ち
ゃ
く

孫そ
ん

の
詮あ

き

久ひ
さ
（
後
の
尼
子
晴は

る

久ひ
さ

）
は
、
同
年
代

で
一
緒
に
育
っ
た
。�

〈
次
回
に
続
く
〉

銀
争
は
る
ば
る 

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
③

石見城本丸から望む山吹城、矢
や

筈
はず

城、矢滝城跡
（各城は互いに視認できた）〈世界遺産〉
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「おせち料理にもう一品」
今月の料理

　現代の名工　
　　片地　六治郎さん

提供：石見銀山産直出荷者協議会

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00～ 15：00

12月20日（日）JA大田東支店�☎0854-82-8514

JAグリーンおおだ

12月31日（木）は、17：00まで営業いたします。
1月1日（金）・2日（土）は、休業日です。

・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

①サワラの西京漬け
＜材料＞
　サワラ���������������� お好みの量
　塩��������������������� 適量
　日本酒������������������� 適量
【味噌床】
　味噌（西京味噌、白味噌)� ����������300g
　酒粕��������������������200g
　みりん����������������� 大さじ３
　砂糖������������������ 大さじ４
　日本酒������������������� 適量

＜作り方＞
❶  サワラを３枚におろし、腹骨をすき取り、中骨を抜く
(１枚70g程度)。

❷  サワラに塩をふって、20〜40分おく。
❸  塩と水分を拭き取り、日本酒を霧吹きでかける。
❹  味噌、酒粕、各調味料を混ぜ合わせ、味噌床を作る。
❺  ガーゼを使い、サワラに味噌を塗っていく。
❻  サワラを冷蔵庫に入れ、２〜３日おく。
❼  皮身を下にして、味噌が焦げないよう注意しながら、
弱火で４〜５分焼く。

※味噌床は繰り返し使えます。

②アナゴの鳴門煮
＜材料＞
　アナゴ������������������� １匹
　水�������������������� 250ml
　日本酒������������������ 250ml
　砂糖������������������ 大さじ２
　塩、薄口醤油������������ 各お好みの量

①

②

＜作り方＞
❶  アナゴを腹開きにして、お湯をかけ冷水に入れ、ぬめり
を取る。

❷  開き身は皮を内側にして巻き、タコ糸で止めておく。
❸  鍋に水と酒を１：１の割合でアナゴがひたひたに浸かる
まで入れ、落し蓋をして炊く。

❹  火にかけ沸騰してきたら、落し蓋を取って灰汁を取り、
砂糖を加える。

❺  味を見ながら、塩や薄口醤油、砂糖を加え、お好みの味
に調整し、煮込む。

❻  煮あがったアナゴを切って出来上がり。
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